
駅周辺地区まちづくり検討会を立ち上げます。
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《平成３０年度高砂地区開発協議会の様子》

★検討対象範囲に土地・建物をお持ちの方・借りている方を対象★
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《まちづくり検討会の今年度のスケジュール》

駅前空間の魅力をアッ

プするためには、駅前広

場に面する建物も、一体

的に更新を図り、新しい

“まちの顔”を作ること

が必要です。

駅周辺地区まちづくり

検討会の設立は、こうし

た駅周辺まちづくりの実

現に向けて、土地・建物

をお持ちの方・借りてい

る方が中心となって検討

を深めることを目的とし

ます。



駅周辺地区まちづくり勉強会
高砂駅周辺では、鉄道立体化にあわせて駅前広場の整備が検討されており、こ

れを契機に駅前空間の魅力向上を図るためには、駅前広場に面する建物も一体的

に更新し、新たな「まちの顔」をつくることが必要となります。

このような駅周辺のまちづくりの実現に向けて、土地・建物をお持ちの方・借

りている方で話し合いをスタートするための準備を整えることを目的として、駅

周辺地区まちづくり勉強会を再開しました。

◆ 第１回勉強会 ◆

◆ 第２回勉強会 ◆

第１回勉強会では、これまでの勉強会

活動の経緯を確認するとともに、現在の

高砂駅周辺のまちづくりを取り巻く状況

を確認しました。

また今後の勉強会の進め方について意

見交換を行いました。

第２回勉強会では、鉄道の立体化につ

いて、ワークショップにより、模型を用

いてイメージを共有しました。

また駅前広場の配置について、区が進

めてきたこれまでの関係機関との協議の

結果などを踏まえて、意見交換を行いま

した。

《第1回勉強会の様子》

《第２回勉強会の様子》
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◆◆「駅周辺地区のまちの将来像」（駅周辺抜粋） ◆◆

高砂地区開発協議会会長 関根 芳夫

高砂地区開発協議会では、平成14年から、高砂駅周辺の開かずの踏切解消に
向けて、鉄道立体化の推進と、鉄道立体化の事業効果を高めるための総合的な
まちづくりに取り組んでいます。

まちづくりにおいては、地区別勉強会の活動成果として「創出用地まちづく
り構想」や「駅周辺地区のまちの将来像」を取りまとめ、着実に高砂地区のま
ちづくりの熟度が上がってきています。

これまで検討を深めてきた駅周辺地区まちづくり勉強会は、土地・建物をお
持ちの方・借りている方を中心とした検討会へ移行することになりました。こ
れまでの検討結果を生かしながら、駅周辺のまちづくりをより具体的に検討し、
まちづくりを進めていきたいと思います。

この度、高砂地区開発協議会会長に就任し、引き続き、一日も早い開かずの
踏切解消を目指して取り組みを続けてまいります。地域の皆様のより一層のご
理解、ご協力をお願いし、就任挨拶に代えさせていただきます。

-３-
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高砂団地の建替えに伴い創出される用地（＝創出用地）が生まれてきたことから、

これまでに検討してきた「高砂駅周辺まちづくり方針」や「駅周辺地区のまちの将来

像」をより具体化する検討を進めることを目的として、創出用地地区まちづくり勉強

会を平成27年度に立上げました。

創出用地地区まちづくり勉強会

-４-

◆ 第１回勉強会 ◆

平成29年度第１回勉強会では、創出用地に
必要と思う６つの機能を整理し、それぞれの
内容・イメージを確認しました。

また、２つの班に分かれたワークショップ
では構想の取りまとめに向けて、６つの機能
を説明する文章について議論し、「創出用地
まちづくり構想（案）」をとりまとめました。 《第1回勉強会の様子》

※「創出用地まちづくり構想（案）」は、平成30年5月に開催した高砂地区開発
協議会総会において「創出用地まちづくり構想」として承認されました。

視察先

①北赤羽駅周辺（ＪＲ埼京線・北区）

事例視察による学習
（開発協議会、まちづくり勉強会合同開催）

《第１回事例視察》
視察先

②北戸田駅周辺（ＪＲ埼京線・戸田市）

○北赤羽駅周辺の市街地再開発事業につ

いて、事業主体である東京都都市整備

局市街地整備部から説明を受け、質疑

応答を行いました。

○区画整理事業による道路などの基盤

整備とあわせて市街地再開発事業に

よる共同化が行われた事例を確認で

きました。

《第２回事例視察》

視察先

①武蔵小金井駅周辺

（ＪＲ中央線・小金井市）

視察先

②中河原駅周辺（京王線・府中市）

○駅周辺の視察を行い、駅前広場や

市街地再開発事業の建物、既存の駅

北側などを視察しました。

○高砂駅に比較的近い規模感のまち

づくりの事例を確認できました。



すごくそう思う まあそう思う どちらでもない あまりそう思わない 全くそう思わない

徒歩や自転車で移動しやすい

自動車移動しやすい

電車の乗り換えが便利

バスやタクシーの利用が便利

公園や緑が十分ある

個性的・魅力的なお店がある

Q. 高砂駅周辺についてどんな印象がありますか？ （満足度別）《一部抜粋》
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お問い合わせは、高砂地区開発協議会事務局まで

（協力）葛飾区役所 高砂地域整備担当 （担当：船曳、林、桂）

電 話：5654-8344(直通) FAX：3697-1660

ふなびき

★高砂地区開発協議会とは？
高砂地区開発協議会は、地元５町会・４商店会で平成14年に発足した団体で、高砂駅付近の開かず

の踏切解消に向けてさまざまな取り組みをしています。
１．京成高砂駅～江戸川駅間の鉄道立体化実現のための活動
国、東京都、葛飾区、京成電鉄（株）へのはたらきかけ（請願書、要望書、署名等の提出）
２．高砂駅周辺（高砂２丁目～５丁目）のまちづくりに関する活動
○まちの現状把握（まち歩き、まちの問題点・課題点の整理、アンケート調査など）
○まちづくりの事例視察・高砂のまちづくりの検討・まちづくり基本構想の策定
３．鉄道立体化及び高砂まちづくりに関するPR
「高砂地区開発協議会ニュース」の発行、まちづくり報告会の開催

Q.開かずの踏切について、

どう思いますか？

《まちづくりの普及・啓発活動の様子》

91.6%：一日も早く開かずの
踏切を解消して欲しい

3.6%：今のままでよい

4.8%：無回答

　高砂地区開発協議会は平成29年10月22

日（日）の高砂音楽祭に参加し、まちづく

りの普及・啓発活動として、まちづくりア

ンケート調査とパネル展示を行いました。

　当日は雨にもかかわらず、83人の方から、

開かずの踏切に関する様々な意見を伺うこ

とができました。中でも、開かずの踏切の

早期解消を願う意見が9割を超えており、高

砂のまちづくりには開かずの踏切解消が欠

かせないことが改めて分かりました。


